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総合学習発表会を終えて

甚目寺小学校がＥＳＤを研究の柱と位置づけて、今年でちょうど１０年目を迎えます。夏休み前か

ら地域に出かけたり、地域の方を招いたりしながら、「ふるさと甚目寺」について、３年生は福祉、

４年生は環境、５年生は産業、６年生は文化遺産の各面から調べてきました。その中でこれからの甚

目寺についてや、持続可能な社会の実現に向けて自分ができる身近な取組について考えてきました。

昨日行った総合学習発表会は、それらの活動の集大成として行われました。

こうした活動ができるのは、これまでの長い取組の中で、地域の人材や施設の方と結びつき、支援

をいただけるからこそであり、それらは甚目寺小学校の大切な財産です。感謝申し上げます。

令和の時代になり、学校教育にも新しい変革が求められています。単に多くの知識を得ているだけ

の人材は、もはやＡＩに取って替わられる時代です。これからは学んで得た知識・技能を生きて働く

力として活用できる力が求められています。その中で、各教科等の内容と子供たちの生活や社会との

結びつきを重視することが大切であると言われるようになってきました。

ＥＳＤは、子供たちが持続可能な社会を目指す一員となれるように、地球規模で考え、足元から行

動できる人材を育てることを目指すものです。まさに教科の枠を越えて、学びを生かす活動です。

１０年前より、今求められている教育を始められた諸先輩方の判断の素晴らしさを感じずにはいられ

ません。

ＥＳＤでは、育てたい力として

１ コミュニケーション力（説得力をもって、自分の思いを伝える力）

２ 多角的・多面的思考力（いろいろな角度、いろいろな立場で考えられる力）

３ 主体的にかかわる態度・行動力（前向きな姿勢、心身の健康）

４ 自他共栄の精神（自己肯定感、人権意識）

があります。

今回の発表会では、自分たちが調べた内容をできるだけわかりやすく伝えようといろいろな取組が

見られました。わかりやすい資料を用意したり、発表の仕方を工夫したりしました。高学年になると

原稿を読むのではなく、自分の言葉で語れるようにもなりました。しかし、調べた内容から、ＥＳＤ

の視点で、自分はどう考え、どう行動していくべきかを考えるには至っていない子も多くいます。ま

だまだ道半ばです。今後もさらに研究を深め、ＥＳＤを研究の柱としながら、上にあげた４つの力を

着実につけさせることで、１０年後、２０年後の「ふるさと甚目寺」を支えられる人材を育てていき

たいと考えています。

保護者の方々の感想や気づかれたことを今後の活動の参考としたいと思います。どうぞよろしくお

願いします。

＜日々のできごとを紹介する甚小日記・甚小だより・各学年だよりは

甚小ホームページにアップされています＞

甚小だより

明日咲くつぼみ



冬支度 【防寒着についての約束があります。確認のためお知らせします】

首回り ・登下校のネックウオーマーは可

（マフラーは、いろいろなところへの巻き込みの恐れがあり、認めていません）

手 ・登下校の手袋は可

・体育時の準備運動、マラソン集会（または練習）での手袋着用は認めます。

（休み時間は着けないことを基本にします）

足 ・レッグウォーマー・スパッツ・タイツは可

（体育の時間は着用しないことを基本にします）

体育時の服装 ・ジャージ（下）の着用は可

・ジャージの上着は、準備運動後に脱ぐことを基本とします。

・半袖の体操服の下にアンダーシャツを着る場合は、日中来ているものと区別します。

（汗冷え対策として、服装の体育時と生活時の使い分けを指導します）

・アンダーシャツは、黒・紺・白といった目立たない色とします。

その他 ・ベンチコートのようなひざにかかる上着は、登下校を含め認めていません。

・携帯カイロ、リップクリーム、ハンドクリーム、トローチ等は原則使用しません。

（使用する際は、理由を添えて担任に相談、報告をしてください）

・登下校中、学校生活中、周囲の安全確認のためフードはかぶりません。

・転倒時の受け身のために、ポケットには手を入れないようにしましょう。

※１ 持ち物への記名を確認してください。

※２ 不要となった携帯カイロは、家に持ち帰って処分してください。

※３ 上着を腰に巻かないようにします。

業後の最終下校時刻について

下校後に学校に遊びに来たときに、遊びを終えて帰る時間です。日没時刻を

考慮し、次のようにしますので、ご理解とご協力をお願いします。

１１月～１月 １６：３０下校 ５月～ ８月 １７：００下校

２月～４月 １６：４５下校 ９月～１０月 １６：４５下校


